
























































































































































































































































































































































































































































































































































2．情報 51810 762 2344 7６
２．メデイア 5067 211 1０４７ 4１
2．演奏 6０ 3０ 5２ ８
2．療法 2４ 2４ 2４ 2４
１.`情報 88305 1２１０ 7731 ４
ｌ・メディア 15763 584 1244 ４
総計 161029
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．，情報 10327 252 969 ６
.メデイア 3８ 1３ 2０ ９
2.療法 ８ ８ ８
●』1青報 13460 421 2674 ６
1． ディア 3237 231 924 １
篭谷隆弘Moodleを利用した授業展開と利用履歴の解析
挙げた私が担当した科目についてのみ記したもの
である。コースというモジュールは科目毎のトッ
プページでの表示が履歴として記録される。ユー
ザと表記したものは科目に参加している学生相互
がお互いのログイン状況、コメントなどを閲覧す
る際に記録されるログである。
それぞれの科目に特徴的な活動モジュールが存
在するため、そのページビューが多いが、情報ネ
ットワークにおいては、１回の科目ページへの訪
問につき、約１３回の日誌利用となっており、資
料の閲覧よりも毎週のレポート記録に利用されて
いることが伺える。情報システムＩでは、新聞記
事課題のために、１回のログインにつき約２回
強のフォーラム記事へのアクセスがあり、感想記
入の課題に必要なアクセスがなされている。マル
チメディア演習Ｉでは、課題作品の提出にフォー
ラムを利用しており、そのページビューが非常に
多くなっている。
4.3曜日・時間帯別
学生がMoodleへアクセスする時間帯を集計
した。表４の枠で示した部分は主に授業時間内や
空き時間での利用と考えられる（一部祝祭日・自
宅等からのアクセスを含む)。逆にそれらの時間
以外でのアクセスは主に自宅からのアクセスや放
課後のアクセスとみられる。その全体に占める割
合は約21％で、近年の短期大学生にみられる授業
時間以外での学習時間の減少傾向から考えると思
いの外の割合であった。
4.4アクセス解析についての考察
今回、ＣＭＳの履歴をもとに様々な利用状況の
解析を行った。様々な側面から客観的評価が得ら
れることで、他の授業への導入に関しても参考と
なると思われる。しかしながら今年度の導入であ
るため経年的な学生の学習動向についての分析が
まだ行えていない。また授業評価や成績との相関
についても十分な分析が行えていないので、今後
取り組む必要がある。
表４曜日・時間帯別のページビュー
などを行っている。自宅などから深夜にもアクセ
スしている学生も在り、一定の導入効果は得られ
ていると考えている。
当初Moodleの安定`性について不安もあった
が、実際の利用では大きなトラブルも少なく、５０
人程度の小テストの実施などを行った際も、小テ
スト開始時の負荷による反応速度の低下はあった
が、問題なく実施できた。ハードウェアや利用す
るデータベースシステムの性能にも左右されると
思われるが、他の海外の利用機関においては数百
コース、数千人の学生での安定した運用も報告さ
れている。このようなシステムが安価に利用でき
ることで、教育機関のみならず、生涯学習支援や
5．まとめ
今年度からの導入であり、まだ十分な導入効果
の評価・解析は行えていないが、ログによると多
くの学生が授業時間外に資料の閲覧、記事の投稿
1９－
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Moodleを利用した多様な学習形態を提供しきた
いと考えている。また、学生個人の能力差に柔軟
に対応するための方法について研究を進めていく
予定である。
コミュニティサイトへの利用も始まっている。今
後国内での利用が広まることは間違いないと思わ
れる。
短期大学での教育は、一方で短期間での実務的
な能力の修得を中心に行われる場合が多いもの
の、基礎的学力の低下などから学生間の能力差が
顕著になりつつある現状がある。また一方で議論
を中心とした創造的な学習活動を大学教育に期待
する面もあるものの、自分の意見を集団の中で主
張し、他者の意見を評価する能力を修得すること
が授業時間の制約の中では難しいのが現状であ
る。これらの課題への取組みの一つとして
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